
「本日秋晴れ、収穫日和」
荒谷子供会は 10 月 17 日、荒谷地区の
田んぼで稲刈りを行いました。５月に植
えた苗は、黄金色の穂が実る立派な稲に
成長。地域の方の指導のもと、汗を流し
ながら作業をする子どもたちの姿が印象
的でした。

平成 20 年度決算報告…２～３
　36 億 4,366 万円の使い道

●伊保内高等学校創立 60 周年…４～５　●児童虐待防止推進月間…６～７
●第 54 回村駅伝大会…16
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●
決
算
の
用
語
●

【
地
方
交
付
税
】
全
国
の
市
町
村
の
サ
ー

ビ
ス
が
一
定
水
準
に
な
る
よ
う
に
、
財
政

力
に
応
じ
て
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】
事
業
に
対
す
る
補

助
金
な
ど
の
よ
う
に
、
使
い
道
を
特
定

し
て
国
や
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金

【
村
債
】
村
が
計
画
的
に
国
な
ど
か
ら
借

り
る
お
金

【
繰
入
金
】
積
立
金
か
ら
取
崩
し
た
お
金

【
諸
収
入
】
預
金
利
子
や
雑
収
入
な
ど

【
公
債
費
】
村
債
の
元
金
・
利
子
の
返
済

に
充
て
る
お
金

【
目
的
別
経
費
】
歳
出
を
そ
の
行
政
目
的

に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
。
総
務
費
、
民

生
費
、
農
林
水
産
業
費
、
教
育
費
な
ど

【
性
質
別
経
費
】
歳
出
を
経
済
的
性
質
に

よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
。
人
件
費
、
物
件

費
、
扶
助
費
、
普
通
建
設
事
業
費
な
ど

花と緑が

平成20年度

決算報告

家計簿家計簿

九戸村村

平成19年度
平成19年度

緑が織りなす安ら安らぎのぎのぎの里

シンボルボルキャラクラクターまさまさざねくんくん

村
の

家
計
簿
を

公
表
し
ま
す

歳　入

村　債
2億5,490万円
（6.9％）

地方譲与税　6,177万円（1.7％）
   地方消費税交付金 　5,085万円（1.4％） 
      軽油・自動車取得税交付金　1,388万円（0.4％） 
         地方特例交付金　564万円（0.1％）
           利子割交付金　153万円（0.0％）
              交通安全対策特別交付金　88万円（0.0％）
                 配当割交付金　31万円（0.0％）
                    株式等譲渡所得割交付金　9万円（0.0％）

その他
2億6,807万円
（7.2％）

依存財源 80.7％

自主財源 19.3％

国庫支出金
1億4,452万円
（3.9％）

県支出金
2億8,958万円
（7.8％）

村　税
4億4,929万円
（12.1％）

地方交付税
21億7,450万円
（58.5％）

繰越金　8,776万円（2.4％）
   諸収入　8,335万円（2.2％）
      使用料及び手数料　4,873万円（1.3％）　
         分担金及び負担金　2,796万円（0.7％）
             繰入金　990万円（0.3％）
                財産収入　762万円（0.2％）
                   寄付金　275万円（0.1％）

その他
1億3,495万円
（3.6％）

　

歳
入
（
村
に
入
っ
た
お
金
）
の
総

額
は
37
億
１
５
７
７
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
３
億
９
７
０
０
万
円
（
９
・
７
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

項
目
別
で
は
、
地
方
交
付
税
が

21
億
７
４
５
０
万
円
で
、
歳
入
全
体

の
58･
５
％
を
占
め
ト
ッ
プ
。
次
が
村

税
で
12･

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前

年
度
に
比
較
す
る
と
、
災
害
復
旧
関

連
事
業
の
補
助
金
等
が
減
り
、
県
支

出
金
が
１
億
３
５
５
６
万
円
、
国
庫
支

出
金
が
1
億
６
１
０
４
万
円
減
と
な
る

一
方
、
税
源
移
譲
な
ど
に
よ
り
村
税

が
３
８
８
９
万
円
、
地
方
交
付
税
が

７
１
５
９
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
税
や
諸
収
入
な
ど
村
が
独
自
に
確

平
成
20
年
度
の
村
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
の
村
議
会
定
例
会
で
審
査
・
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
１
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
入
り
、
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
税

金
は
、
村
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の
か
。
村
の
「
家
計
簿
」
と
も

い
え
る
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
し
た
自
主
財
源
は
７
億
１
８
０
０
万

円
で
、
歳
入
全
体
の
19･

３
％
、
前

年
度
を
２
・
１
㌽
下
回
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
災
害
復
旧
関
連
事
業
等
の
繰

越
金
減
が
主
な
要
因
で
す
。
項
目
別

で
は
、
村
税
が
３
８
８
９
万
円
増
加

し
、
村
民
一
人
当
た
り
の
税
額
は
約

６
万
６
２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
等
に
、
地
方
譲
与

税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
村
債
な

ど
を
加
え
た
依
存
財
源
の
割
合
は
80･

７
％
、
29
億
９
７
７
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
村
民
一
人
当
た
り
で
は
約

44
万
１
６
０
０
円
で
す
。

※
平
成
21
年
3
月
末
日
現
在
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
６
７
８
９
人
で
計
算
し
て
い
ま
す
。

歳
入

税
源
移
譲
で
村
税
９
・
５
㌽
増

18

15

16

17

0 10 20 30 40 50

39億9,018万円（△7.7％）

43億2,095万円（△17.0％）

億円

年度

19

40億365万円（0.3％）

40億2,502万円（7.3％）

20

37億5,127万円（△6.3％）

36億4,366万円（△9.5％）

一般会計歳出決算額の推移
（　 ）内は対前年度比

36
億
４
３
６
６
万
円
の
使
い
道

歳入 37 億 1,577 万円

一
般
会
計
決
算
の
内
訳

（2）広報くのへ　平成21年（2009年）　11月号　No.620
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土木費
2億7,422万円
（6.8％） 民生費

6億7,819万円
（18.6％）

議会費
  6,338万円（1.7％）

消防費
1億9,300万円（5.3％）

災害復旧費
5,153万円（1.4％）

公債費
7億6,185万円
（20.9％）

土木費
3億5,117万円
（9.6％）

教育費
3億7,523万円
（10.3％） 総務費

5億6,883万円
（15.6％）

商工費
5,158万円（1.4％）

歳　出

農林水産業費
3億4,201万円（9.4％）

衛生費
2億689万円（5.7％）

繰
上
償
還
実
施
で
公
債
費
が
増

　

歳
出
（
村
が
使
っ
た
お
金
）
の
総
額

は
36
億
４
３
６
６
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
３
億
８
１
３
６
万
円
（
９･

５
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
村
民
一
人
当
た
り

で
、
約
53
万
６
７
０
０
円
（
前
年
度
よ
り

4
万
7
３
０
０
円
減
）
が
使
わ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

目
的
別
で
は
繰
上
償
還
を
行
っ
た
公
債

費
が
一
番
多
く
、
７
億
６
１
８
５
万
円
で

歳
出
全
体
の
20･

９
％
を
占
め
ト
ッ
プ
、

続
い
て
民
生
費
、総
務
費
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
普
通
建
設
事
業

増
な
ど
に
伴
い
土
木
費
が
６
４
６
０
万

円
、
農
林
水
産
業
費
が
５
２
８
２
万
円
の

増
と
な
る
一
方
、
基
金
積
立
金
の
減
少
に

伴
い
総
務
費
が
1
億
３
５
７
８
万
円
、
事

業
進
ち
ょ
く
が
著
し
か
っ
た
災
害
復
旧
事

業
費
が
３
億
８
５
４
９
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

性
質
別
で
は
、義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
）
の
割
合
は
歳
出
全
体

の
45･

８
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
４
・
７
㌽

上
回
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
道
路
や
施
設
な
ど
基
盤
整
備

に
使
わ
れ
た
投
資
的
経
費
（
災
害
復
旧

事
業
費
、
普
通
建
設
事
業
費
）
の
割
合

は
歳
出
全
体
の
12
・
２
％
で
、
前
年
度
に

比
べ
５
・
１
㌽
下
回
り
ま
し
た
。
人
件
費

は
6
億
８
４
２
９
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

１
３
９
１
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
出

水道事業会計の決算状況
１、収益的収入支出（１年間の経営成績）

●収入 1億 2,767 万円　●支出 1億 1,836 万円　●総利益 606 万円　

２、資本的収入支出（施設整備事業費および企業債償還金）

●収入　4,806 万円　　●支出　1億 5,806 万円

※収入不足の１億 1,000 万円については、過年度分損益勘定留保資金
１億 705 万円と消費税資本的収支調整額 295 万円で補てんしました。
※今年度、企業債元金 6,488 万円を繰上償還しました。

特別会計の決算状況
会 計 名 歳　入 歳　出 差 引 額

国民健康保険 7億9,128万円 7億3,595万円 5,532万円
老 人 保 健 6,790万円 6,789万円 0万円
後期高齢者医療 4,623万円 4,607万円 16万円
農業集落排水事業 3,211万円 3,155万円 56万円
下水道事業 1億6,528万円 1億6,063万円 465万円
索 道 事 業 3,094万円 3,092万円 1万円
戸田財産区 1,047万円 961万円 86万円
伊保内財産区 1,248万円 1,043万円 205万円
江刺家財産区 685万円 619万円 66万円
合　　計 48億7,930万円 47億4,290万円 1億3,640万円

平成20年度の主な事業（一般会計）

総 

務 

費

財政調整基金積立金 1億 2,875万円
減債基金積立金 3,000万円
バス路線運行維持対策補助金 1,754万円
県立二戸病院直通バス運行費補助金 56万円

民 

生 

費

重度心身障害者医療費助成 1,390万円
自立支援介護等給付費 8,573万円
福祉灯油購入助成 375万円
国民健康保険特別会計繰出金 5,012万円
老人保健特別会計繰出金 526万円
デイサービス事業委託料 1,149万円
介護保険事業（広域行政事務組合負担金） 9,704万円
医療費給付（老人・乳幼児・妊産婦・母子） 1,115万円
保育園の運営費 6,341万円

教　

育　

費

幼稚園運営費 212万円
小学校管理費 4,745万円
中学校管理費 3,935万円
学校給食の施設運営（材料費など） 7,051万円
体育施設の運営費 2,221万円
社会教育団体等への補助金など 160万円
索道事業特別会計への繰出金 2,198万円

農 

林 

水 

産 

業 

費

農業振興関係等の補助金と負担金 3,158万円
畜産振興関係等の補助金と負担金 1億 3,456万円
放牧場管理費 2,175万円
農業集落排水事業特別会計への繰出金 2,758万円
中山間直接支払事業 906万円
森林整備地域活動支援交付金 1,149万円
林業振興関係等の補助金と負担金 350万円

土 

木 

費

道路新設改良工事 １億    654万円
村営住宅建替工事 5,184万円
下水道事業への繰出金 9,783万円

衛
生
費

各種検診、健診、予防接種委託料など 2,331万円
清掃費（ごみ、し尿処理） 1億 2,526万円
合併処理浄化槽整備補助 1,186万円

消
防
費 

常備消防費（二戸広域負担金など） 1億 4,923万円
非常備消防費（団員報酬、訓練費など） 2,661万円

災
害
復
旧
費

公共土木施設災害復旧費 2,088万円
農林水産業施設災害復旧費 3,065万円

商
工
費

公園管理費（道の駅・河川公園ほか） 332万円
ふるさと振興公社委託事業費 1,570万円

公
債
費

長期債元金償還金 6億 7,993万円
長期債利子償還金 8,192万円

※金額は項目ごとに
千円単位で四捨五入
しているため、計と
内訳が一致しないこ
とがあります。

歳出 36 億 4,366 万円

（3）
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（4）広報くのへ　平成21年（2009年）　11月号　No.620

躍
進
の
伊
高
創
立
60
周
年

輝
き
続
け
る
夢　

未
来
へ
の
挑
戦

60
周
年
記
念
ス
ロ
ー
ガ
ン

昭
和
24
年
４
月
、
岩
手
県
立
福
岡
高
等
学
校
伊
保
内
分
校
定
時
制
課
程
と
し
て
開
設

さ
れ
た
伊
保
内
高
校
（
佐
野
武
德
校
長
、
生
徒
１
４
８
人
）。
全
日
制
課
程
へ
の
移
行
、

単
独
校
と
し
て
の
独
立
を
経
て
、
今
年
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
子
ど
も
読

書
会
」
を
は
じ
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
活
発
な
部
活
動
、
高
い

進
路
決
定
率―

。
キ
ラ
リ
と
輝
く
伊
保
内
高
校
の
60
周
年
記
念
行
事
の
様
子
を
お
伝
え

し
ま
す
。
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（5）

手
作
り
の
紙
芝
居
を
発
表
す
る
九
戸
村

地
域
子
ど
も
読
書
会
５
班
の
生
徒

祝
賀
会
で
江
刺
家
神
楽
を
披
露
す
る
伊

保
内
高
等
学
校
郷
土
芸
能
委
員
会
。
迫

力
の
あ
る
勇
壮
な
舞
い
に
、
客
席
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

■
記
念
講
演
会

　

秋
晴
れ
の
10
月
３
日
、
伊
保
内

高
校
体
育
館
で
創
立
60
周
年
記
念

式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
在
校
生
や
同
窓
生
、

教
育
関
係
者
ら
約
２
５
０
人
が
参

加
。
佐
野
武
德
校
長
は
「
生
徒
は

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
先
輩

を
模
範
と
し
て
、
自
己
の
向
上
を

図
り
、
郷
土
発
展
の
た
め
に
尽
力

し
て
ほ
し
い
。
今
日
の
伊
保
内
高

等
学
校
を
作
り
上
げ
た
村
民
と
村

の
支
援
に
感
謝
し
ま
す
」
と
生
徒

へ
の
期
待
、
地
域
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
村
國
夫
創
立
60
周

年
記
念
事
業
協
賛
会
会
長
よ
り
、

平
成
11
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
在

職
し
た
歴
代
の
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
、
同
窓
会
会
長
に
感
謝
状
を
贈

呈
。
佐
野
校
長
か
ら
は
60
周
年
記

念
事
業
に
尽
力
し
た
協
賛
会
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
同
窓
会
会
長
に
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
奈
津
美
さ
ん
（
３
年
）
は

生
徒
代
表
謝
辞
で
「
学
習
や
ク
ラ

ブ
活
動
に
全
力
で
う
ち
込
み
、
伊

保
内
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、

九
戸
村
を
活
気
溢
れ
る
村
に
す
る

た
め
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。
先

輩
が
築
い
た
立
派
な
校
風
を
受
け

継
ぎ
、
地
域
の
方
々
の
期
待
を
裏

切
る
こ
と
な
く
、
精
進
し
ま
す
」

と
今
後
の
一
層
の
発
展
を
誓
い
ま

し
た
。　

■
記
念
式
典

　

記
念
式
典
終
了
後
は
記
念
講
演

会
を
開
催
。
昭
和
54
年
か
ら
60
年

ま
で
伊
保
内
高
校
に
在
職
し
た
八

重
樫
哲
先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
い

60years  in  establishment

く
つ
も
の
世
代
を
越
え
て
受
け
継

が
れ
て
い
く
も
の
〜
九
戸
村
地
域

子
ど
も
読
書
会
30
回
目
を
迎
え
て

〜
」
の
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

八
重
樫
先
生
は
、
地
域
の
人
の

理
解
が
得
ら
れ
ず
に
悔
し
い
思
い

を
し
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
が
読
書
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
こ
と
な
ど
、
読
書
会
を
始

め
た
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
分
に

自
信
が
持
て
る
良
い
経
験
。
ど
こ

に
行
っ
て
も
話
す
こ
と
の
で
き
る
、

自
慢
の
行
事
」
と
読
書
会
の
魅
力

を
語
り
ま
し
た
。

歴
代
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ら
に
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
九
戸
村
地

域
子
ど
も
読
書
会
５
班
の
生
徒
８

人
が
手
作
り
の
紙
芝
居
の
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
発
表
し
た
紙
芝
居

は
、
村
の
民
話
「
バ
ッ
タ
リ
沢
の

キ
ツ
ネ
」。
感
情
を
こ
め
て
朗
読
す

る
生
徒
た
ち
の
姿
は
、
30
年
受
け

継
が
れ
て
き
た
読
書
会
の
歴
史
を

感
じ
る
も
の
。
生
徒
の
発
表
に
会

場
は
熱
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い

ま
し
た
。

■
紙
芝
居

地域とともに発展し、

多くの住民を育ててきた

伊保内高校。

さらなる躍進を目指して―
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■
虐
待
の
定
義

　

児
童
虐
待
に
は
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
が
同
時

に
重
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

【
身
体
的
虐
待
】

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺

　

さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

　

せ
る
な
ど

【
性
的
虐
待
】

　

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交
を
見
せ

　

る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

　

な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
】

　

家
に
閉
じ
こ
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

　

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放

　

置
す
る
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る

　

虐
待
を
放
置
す
る
こ
と
な
ど

【
心
理
的
虐
待
】

　

言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ

　

い
間
の
差
別
的
な
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の

　

前
で
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

　
（
Ｄ
Ｖ
）
を
行
う
こ
と
な
ど

■
し
つ
け
と
虐
待
の
違
い
は
？

　

周
囲
が
虐
待
を
疑
っ
て
も
、
親
が
「
し
つ

け
で
や
っ
て
い
る
の
だ
」
と
主
張
す
る
と
、

そ
れ
以
上
口
を
さ
し
は
さ
み
に
く
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、虐
待
し
て
い
る
親
は
そ
の
行
為
を
、

虐
待
で
は
な
く
正
当
な
し
つ
け
で
あ
る
と
思

い
込
ん
で
い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
た
と
え
愛
情
に
根
ざ
し
た
し
つ

け
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
に
著
し

い
害
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐

待
で
す
。
大
人
は
、
子
ど
も
に
対
し
て
絶
対

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

11,631

40,639

平成11 平成12 平成13 平成17平成16平成15平成14 平成18 平成19

児童虐待相談件数
厚生労働省「平成 19 年度社会福祉行政業務報告」より

11月は児童虐待防止推進月間です

守
ろ
う
よ　

未
来
を
見
つ
め
る　

小
さ
な
ひ
と
み

平
成
21
年
度
啓
発
標
語
最
優
秀
作
品

　児童虐待の相談件数は増加して

おり、子どもの生命が奪われる事

件も頻繁に発生しています。児童

虐待は、子どもの命や成長をおび

やかし、基本的な権利を侵害する、

きわめて深刻な問題です。親や家

庭だけの問題にするのではなく、

地域全体で子どもと家族を見守る

ことが大切です。ここでは、「児童

虐待の現状」、「私たちにできるこ

と」を考えます。

的
に
優
位
な
立
場
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
虐
待
は
子
ど
も
側
の
立
場
で
理
解
し
、

子
ど
も
に
対
す
る
影
響
の
有
無
を
最
優
先
し

て
判
断
す
る
べ
き
だ
と
い
え
ま
す
。

児童虐待防止推進月間等周知用ポスター（厚生労働省）

（6）広報くのへ　平成21年（2009年）　11月号　No.620
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■
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
ら

　

従
来
の
児
童
虐
待
防
止
対
策
は
、
児
童
相

談
所
が
中
心
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
16
年
の
児
童
虐
待
防
止
法
な

ど
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
も
児
童
虐
待
の

通
告
先
と
な
り
、
現
在
で
は
、
市
町
村
と
児

童
相
談
所
が
二
層
構
造
で
対
応
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
発
見
し
た
り
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、
市

町
村
や
児
童
相
談
所
、
振
興
局
の
相
談
窓
口

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
虐
待
の
増
加
傾
向

　　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
児
童
相

談
所
に
お
け
る
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件

数
は
、
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

度
は
過
去
最
高
の
４
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
一

概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
児
童
虐
待
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
高

ま
り
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
か
ら
の
通
報

（
通
告
）
が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
の
内
訳
で
は
、
身
体
的
虐
待
と
ネ
グ

レ
ク
ト
が
多
く
、
平
成
19
年
度
の
内
訳
で
は
、

身
体
的
虐
待
40
・
１
％
、
ネ
グ
レ
ク
ト
38
・

０
％
、
心
理
的
虐
待
18
・
８
％
、
性
的
虐
待

３
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
虐
待
を
受
け
た

子
ど
も
の
年
齢
構
成
は
、
小
学
生
が
38
・
１
％

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

身
の
回
り
に
気
に
な
る
子
ど
も
は
い
ま
せ

ん
か
？
子
ど
も
の
外
見
・
行
動
に
現
れ
る
「
助

け
て
」
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
虐
待
は
誰
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る

こ
と
。
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
相
談
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

０歳～３歳未満
         18.3％

３歳～６歳未満
        　23.9%小学生

 38.1%

中学生
 14.5%

高
校
生
・
そ
の
他　

　

５
・
２
％

虐待を受けた子どもの年齢構成
厚生労働省「平成 19 年度社会福祉行政業務報告」より

ひどくビクビク、
おどおどしている

ひどく汚れた服を着
ている、風呂に入っ
ている様子がない

食べ物を万引きする

夜遅くまでコンビニ
などにいて帰らない

顔や腕、足などに多
数のあざがある

◎各相談窓口◎

■児童家庭相談窓口…役場住民生活課地域福祉班・
村保健センター・村教育委員会（☎ 42-2111 代表）

■高齢者虐待相談窓口…役場住民生活課地域福祉
班・地域包括支援センター（☎ 42-2111 代表）

■振興局相談窓口…二戸地方振興局保健福祉環境
部福祉課（☎ 23-9202 内線 226）

■児童相談所…県福祉総合相談センター
（☎ 019-629-9608）

０歳～３歳未満
           17％

中学生
  15%

身体的虐待            
40.1%

ネグレクト   
38.0%

心理的虐待   
18.8%

性
的
虐
待　

３
・
２
％

虐待の内訳
厚生労働省「平成 19 年度社会福祉行政業務報告」より

　

虐
待
か
ど
う
か
は
児
童
相
談
所
な
ど
の
専

門
機
関
が
判
断
し
ま
す
。
専
門
機
関
の
調
査

で
、
た
と
え
虐
待
の
事
実
が
な
い
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
で
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

身の回りに気になる子どもはいませんか？

（7）
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（8）広報くのへ　平成21年（2009年）　11月号　No.620

表彰区分 乳用牛 黒毛和種
村長杯 欠端　信雄 小笠原義明

最優秀賞
未経産の部 下川原龍則 未経産の部 小笠原義明
経産の部 欠端　信雄 経産の部 小笠原義明

優秀賞

第 1部（6-9 か月） 下川原龍則 第 1区（7-11 か月） 田澤清七郎
第 2部（10-14 か月）（有）大崎農場 第 2区（12-17 か月） 大崎　幸夫
第 3部（15-19 か月） 田澤　松雄 第 3区（18か月以上） 小笠原義明
第 4部（20か月以上） 山下　松男 第 4区（48か月未満） 小笠原義明
第 5部（36か月未満） 欠端　信雄 第 5区（48か月以上） 千葉　一孝
第 6部（36か月以上） 欠端　信雄 第 6区（母娘群） 千葉　一孝
第 7部（牧場牛群） 欠端　信雄

　　Mura No Wadai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   むらの話題皆さんからいろんな情報をお待ちしています。
お気軽に身近な話題を総務企画課広報担当☎ 42-2111（内線168）へお寄せください。

　村畜産祭り（村家畜共進会）は９月20日、新いわて農協九

戸支所駐車場などで開かれました。

　共進会には、24人の畜産農家が乳用牛31頭、黒毛和種42

頭を出品。家畜改良事業団盛岡種雄牛センターの栗田篤さん、

全国農業協同組合連合会岩手県本部の坂下憲悦さんが牛の体格

やバランスなどを審査し、それぞれに順位がつけられました。

　会場では田楽豆腐・肉汁などの出店や福祉バザー・ガレージ

セールが行われ、多くの来場者でにぎわいました。毎年恒例の

鶏肉消費拡大イベントも開催し、株式会社十文字チキンカンパ

ニー提供の焼き鳥が短時間で完売する盛況ぶり。そのほか、ベ

ゴ引きコンテスト、牛の鳴きまね

コンテストなどの各種イベントに

子どもたちが参加し、祭りを盛り

上げました。

毎日の育成の成果競う
村畜産祭り（村家畜共進会）を開催

伊保内商店街を行進する鼓笛隊と交通安全協会会員

　９月25日、伊保内商店街で交通安全パレードが行わ

れました。伊保内小学校の４年生以上の児童で組織され

た鼓笛隊、交通安全協会、交通安全母の会が参加。

　鼓笛隊が賑やかな音を響かせ、交通安全協会の会員た

ちがプラカードを持って行進すると、沿道には観客が集

まりました。津川梓さん（６年）は「演奏が町に響いて、

交通事故がなくなるといいです。私たちも交通安全に気

をつけたいと思います」と話しました。

パレードで事故ゼロ呼びかける
秋の交通安全パレード

　ＮＰＯ法人いわて森林再生研究会（斉藤文男理事長）

主催の「森林ボランティア入門講座」は９月13、21、

22日の３日間、伊保内財産区管理会所有の林で行われ、

財産区管理委員らが森林の手入れの仕方を学びました。

　２日目の講座には18人が参加。チェンソー操作やロー

プ・滑車などの補助具を使った作業の指導を受けました。

慣れない作業に苦労する場面もありましたが、参加者は

真剣な眼差しで受講していました。

実践で森
や

林
ま

の手入れ学ぶ
森林ボランティア講習会を開催

⬆共進会の審査の
様子。畜産農家自
慢の牛が続々と登
場します➡ベゴ引
きコンテストには
大勢の子どもたち
が参加。

チェンソーを使い、木の伐採の研修をする参加者

◎
家
畜
共
進
会
入
賞
者
（
敬
称
略
）
◎

出
店
も
大
繁
盛
！
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（9）

　　Mura No Wadai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   むらの話題皆さんからいろんな情報をお待ちしています。
お気軽に身近な話題を総務企画課広報担当☎ 42-2111（内線168）へお寄せください。

　戸田かぼちゃ祭り（同実行委主催）は10月４日、戸田小学

校校庭で行われました。戸田地区の沿道には飾りつけられたか

ぼちゃが並び、カメラを片手に観賞する人も見られました。

　橋本敏夫実行委員長は「かぼちゃ祭りは地域のつながりを目

的として始めたもの。これからもずっと続けられれば」とあい

さつ。毎年恒例のビッグかぼちゃコンテストでは、斉藤武雄さ

ん（戸田上）の105.３㌔のかぼちゃが堂々のチャンピオンと

なりました。

　会場で行われた政實太鼓、一戸町の根反しし踊り、軽米町の

よさこいソーランの発表にはたくさんの観客が集まり、それぞ

れの郷土芸能に大きな拍手を送りました。１歳児の一生餅担ぎ

ではかわいらしい子どもたち

に観客は笑顔になり、ボウリ

ング大会ではまっすぐに転が

らないかぼちゃに苦戦しなが

らも参加者は楽しんでいた様

子。味の店や野菜の直売コー

ナーは祭りの終了時間まで賑

わい、来場者は秋の味覚を楽

しみました。

かぼちゃで祝う秋の収穫
戸田かぼちゃ祭りが 20 回目を迎える

⬆会場にはビッグかぼ
ちゃコンテストの入賞
かぼちゃがずらーり！
珍品かぼちゃ、美人か
ぼちゃも並びました。

⬅地区や家ごとに個性あふれ
る飾りつけをされたかぼちゃ
が、戸田の沿道に並びました。

次々に技を披露する『EAST　END　JAM』の参加者

　村観光協会主催のBMXフェスティバルは10月11日、

村営コロポックルランドで行われました。東京など全国

各地から23人が参加。ＢＭＸのイベントを通して交流

を深めました。

　一人ひとりが技を披露する『EAST　END　JAM』では、

ライダーが豪快で華麗な技を披露。次々に繰り出される

ダイナミックな動きに、観客からは拍手と歓声が起こっ

ていました。

トップライダーの競演
ＢＭＸフェスティバル

　10月16日から２泊３日の日程で田舎体験ツアーが

行われ、東京や仙台などに住む17人が村を訪れました。

　２日目は食生活改善推進員の指導のもと、そば打ちに

挑戦。その後は新規就農者育成のナインズファームで

ピーマンとネギの収穫体験を行いました。東京から参加

した女性は「九戸はのどかでいいところ。都会には農業

など田舎の暮らしに興味がある人が大勢いるので、この

ようなツアーはとても良いですね」と話していました。

“九戸の暮らし” を体験
「田舎体験ツアー」開催

そば打ち体験で食生活改善推進員の指導を受ける参加者

⬆１歳児の一生餅担ぎ。かわ
いらしい子どもたちに会場は
大盛り上がり。
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岩
手
県
高
等
学
校
新
人
弓
道
大

会
は
10
月
18
日
、
盛
岡
市
の
岩
手

県
営
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
保
内
高
校
女
子
は
予
選
、
決
勝

を
勝
ち
進
み
、
見
事
岩
手
の
頂
点

に
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
細
川
莉

穂
さ
ん
が
個
人
優
勝
を
飾
る
Ｗ
ダ
ブ
ル
の

快
挙
。
新
人
大
会
で
の
団
体
優
勝

は
22
年
ぶ
り
、４
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
20
日
に
は
、
部
長
の
桂
川

紗
由
里
さ
ん
と
細
川
莉
穂
さ
ん
が

（
右
か
ら
）
佐
藤
美
沙
希
、
細
川
莉
穂
、
戸
井
口
あ
ゆ
み
、
銚
子
真
子
、
桂
川
紗
由
里
、
笹
川
美
紀
、
下
平
縁

県
高
校
新
人
大
会

伊保内高校
弓道部女子 団体優勝

個人優勝　細川莉穂さ
ん

●桂川　紗由里（２年）かつらかわ・さゆり

今回の大会では、最後まで強い気持ちを
持って戦うことができた。まだ大会が控
えているので、新人戦の緊張感を忘れず
に、毎日の練習を大切にしていきたい。

●佐藤　美沙希（２年）さとう・みさき

今までの練習は新人戦のためにと言って
いいほど、この大会に力を入れて練習し
てきたので優勝できて本当にうれしい。
これからまだ色々な大会があるので気を
抜かず頑張っていきたい。

●戸井口あゆみ（１年）といぐち・あゆみ

自分が選抜メンバーとして出るとは思っ
ていなくてとてもびっくりしたけど、
チームの一員として精一杯やることがで
きて良かった。今後は次の大会に向けて
練習を頑張りたい。

●銚　子　真　子（２年）ちょうし・まこ

今回の優勝は、監督による手厚いご指導
や卒業生の方々から頂いた応援、弓道部
員の優勝へ向けた真っ直ぐな心が生んだ
結果。この経験を元に練習に励みたいと
思うので応援宜しくお願いします。

●笹　川　美　紀（２年）ささかわ・みき

新人戦県大会では、一人ひとりが集中し
て皆が一つになって勝つことができ、本
当に良かった。これからの練習も皆で頑
張っていきたい。

●下　平　　縁（１年）しもたいら・ゆかり

新人戦県大会では、皆が心を一つにして、
勝つことができてよかった。これからの
練習も集中してがんばりたいと思う。

●細　川　莉　穂（２年）ほそかわ・りほ

県大会では、皆で協力して優勝すること
ができた。また、プレッシャーや緊張の
中でやるという体験もでき、今後もっと
強くなれるように頑張っていきたい。

岩
部
茂
村
長
と
千
葉
利
夫
教
育
長

を
訪
問
し
、
優
勝
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

interview
～県新人大会を終えて～

優
勝
報
告
を
す
る
桂
川
紗
由
里
さ
ん
（
右
）

と
細
川
莉
穂
さ
ん
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二戸地区小学校陸上競技会

屋形場春菜さん（伊保内小）８００ｍで大会新

　

９
月
15
日
、
一
戸
町
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
で
第
46
回
二
戸

地
区
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
二
戸
地
区
の
小
学
校

24
校
か
ら
４
４
４
人
が
参
加
。
九

戸
村
か
ら
は
77
人
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し

て
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
多
く
の
選
手
が

上
位
入
賞
し
、
７
人
が
種
目
優
勝

を
果
た
す
な
ど
九
戸
勢
が
大
健
闘
。

　

屋
形
場
春
菜
さ
ん
（
伊
保
内
小

５
年
）
は
５
年
以
下
８
０
０
ｍ
で

大
会
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。

　

春
菜
さ
ん
は
「
大
会
で
は
自
分

の
ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
が
で
き
た
。

伊
保
内
小
１
年　

山
下
さ
く
ら
さ
ん
優
勝

ち
び
っ
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン
岩
手
大
会

　

９
月
27
日
、
第
24
回
ベ
ル
カ
ッ

プ
・
Ｓ
＆
Ｂ
杯
ち
び
っ
子
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
岩
手
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
山
下
さ

く
ら
さ
ん
（
伊
保
内
小
）
が
１
・
５

㌔
を
７
分
14
秒
で
完
走
し
、
１
年

女
子
の
部
（
エ
ン
ト
リ
ー
１
８
２

人
）
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

さ
く
ら
さ
ん
は
大
会
を
振
り
返

り
、「
大
会
は
緊
張
し
ま
し
た
。
マ

ラ
ソ
ン
は
好
き
な
の
で
、
来
年
も

出
場
し
て
１
〜
３
位
に
な
れ
る
よ

九戸勢が大健闘

ちびっ子健康マラソン岩手大会
１年女子の部で優勝した山下さくらさん

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
毎
日
校
庭
を
８

周
走
っ
て
い
る
と
い
う
さ
く
ら
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

■種目優勝者（敬称略）
◎　男子
４年以下 100 ｍ 石川　優真（江刺家・４年）
６年 100 ｍ 大崎　翔平（長興寺・６年）
共通 200 ｍ 大崎　廉成（長興寺・６年）
走り高跳び 下澤　真央（戸　田・６年）
◎　女子
５年以下 800 ｍ 屋形場春菜（伊保内・５年）
６年 800 ｍ 津　川　梓（伊保内・６年）
走り幅跳び 斉藤　樹羅（戸　田・５年）

二戸地区小学校陸上競技会
800ｍで大会新記録を樹立した

屋形場春菜さん

長
距
離
、
短
距
離
ど
ち
ら
も
走
れ

る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
」
と
こ

れ
か
ら
の
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

表
彰
台
の
て
っ
ぺ
ん
で
ポ
ー
ズ
！

対久慈中戦の様子
教育委員に新任された
河村敏弘さん

は
ま
な
す
杯
バ
ス
ケ
ッ
ト
競
技

九
戸
中
男
子
が
準
優
勝

村
教
育
委
員
を
紹
介

　

村
教
育
委
員
会
の
委
員
に
河
村

敏
弘
さ
ん
（
江
刺
家
下
）
が
新
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
25

年
10
月
13
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
10
日
、秋
季
は
ま
な
す
カ
ッ

プ
総
合
体
育
大
会
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

競
技
が
九
戸
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
上
位
３
チ
ー
ム
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】
①
宮
古
市
立
第
一
中
学
校

②
九
戸
中
学
校
③
奥
州
市
立
江
刺

第
一
中
学
校
【
女
子
】
①
八
戸
市

立
東
中
学
校
②
三
戸
町
立
三
戸
中

学
校
③
宮
古
市
立
第
一
中
学
校
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１歳のお誕生日おめでとうございます

わが家の人気者

下村　航
こう

大
だい

くん
（11月22日生まれ）

荒谷／健治さん・裕梨さん　長男

「友達たくさん作ろうね。」
　お父さん・お母さんより。

わが家の人気者わが家の人気者


椛木　啓
けい

太
た

くん
（11月27日生まれ）

伊保内下／哲也さん・明子さん　長男
「やさしく、思いやりの

ある子に育ってね。」
　お父さん・お母さんより。

菅
野　

岑
子

友
送
り
来
て
よ
り
秋
思
つ
の
り
け
り

咲
き
初
め
て
摘
ま
る
る
定
め
花
煙
草

さ
は
さ
は
と
葉
擦
れ
の
音
に
午
睡
か
な

冬
部　

雪
女

代
替
り
せ
し
ふ
る
里
や
柿
た
わ
わ

慎
ま
し
き
暮
ら
し
で
良
か
り
麦
と
ろ
ろ

秋
風
に
村
境
な
ど
な
か
り
け
り

神
の
鈴
大
き
く
振
る
や
秋
の
旅

舘
村　

青
村

北
天
や
皓こ
う

と
夜
寒
む
の
七
ツ
星

柿
実
る
一
丈
程
の
五
、六
本

放
屁
虫
人
の
暮
し
に
潜
り
込
む

高
島
ふ
み
女

傷
心
の
脹
ら
み
出
し
て
夜
寒
か
な

こ
す
も
す
や
暦
に
印
す
百
ヶ
日

け
ら
つ
つ
き
寺
の
一
木
奏
で
け
り

第 258回くのへ俳句会

し
ば
ら
く
は
仏
間
を
開
け
て
月
招
く

義 

也

宵
寒
や
預
け
し
牛
に
想
い
馳
せ

新
米
の
香
の
漂
い
て
夕
餉
ど
き

秋
彼
岸
墓
前
に
憩
え
る
家
族
い
て

田
村　

畦
畔

村
人
の
顔
立
つ
棚
田
案
山
子
展

山
頂
は
遥
か
連
山
ま
で
紅
葉

稗
刈
を
終
え
て
乾
杯
夕
餉
か
な

古
舘
や
す
お

秋
霖
や
天
井
板
に
節
い
く
つ

の
ろ
ま
猫
明
日
は
台
風
来
る
と
い
ふ

書
い
て
消
し
直
し
て
消
し
て
寒
夜
か
な

【
九
月
句
会
の
席
題
句
】

　
『
秋
耕
』
よ
り

秋
耕
や
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
ト
ラ
ク
タ
ー
（
や
す
お
）

秋
耕
や
俄
か
農
婦
の
畝
作
り　
（
雪　

女
）

　
　
『
笑
』
よ
り

聞
き
役
も
談
笑
も
好
き
虫
時
雨（
ふ
み
女
）

爽
や
か
な
ふ
み
女
雪
女
の
笑
い
か
な（
青　

村
）

秋
日
和
児
の
一
言
に
大
笑
ひ　
（
や
す
お
）

　
　
『（
雑
詠
）』
よ
り

萱
ぶ
き
の
朽
ち
た
る
棟
の
萩
盛
る（
ふ
み
女
）

秋
耕
や
我
が
晩
年
の
日
暮
れ
時（
青　

村
）

山
里
に
棲
み
て
息
災
秋
燈
し　
（
雪　

女
）

秋
耕
の
終
り
て
安
堵
の
美
味
い
酒（
義　

也
）

岩手県から「食の匠」の認定を受けた
桂川祥子さん

新郷土料理に認定された「けいらん」

新 郷 土 料 理「 け い ら ん 」
岩手県食の匠に

桂川祥子さん（川向）

　

県
が
認
定
す
る
「
食
の
匠
」
に
、

桂
川
祥
子
さ
ん
（
川
向
）
の
新
郷

土
料
理
「
け
い
ら
ん
」
が
選
ば
れ
、

９
月
15
日
、
盛
岡
地
区
合
同
庁
舎

で
認
定
証
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

け
い
ら
ん
は
、
紅
白
の
お
団
子

を
入
れ
た
す
ま
し
汁
で
、
精
進
料

理
と
し
て
祝
儀
や
不
祝
儀
の
時
に

出
さ
れ
て
い
る
も
の
。
桂
川
さ
ん

の
作
る
け
い
ら
ん
は
、
慶
事
用
と

仏
事
用
と
で
中
に
入
れ
る
お
団
子

の
色
や
添
え
物
を
変
え
て
い
て
、

新
し
い
郷
土
料
理
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
食
生
活
改
善
推
進
員
の

一
員
と
し
て
活
動
す
る
中
、
自
ら

生
産
・
収
穫
・
加
工
ま
で
取
り
組

ん
で
い
る
桂
川
さ
ん
。「
若
い
世
代

や
子
供
た
ち
に
昔
か
ら
伝
わ
る
郷

土
料
理
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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「高血糖」に要注意 ! 

 みんなの

    健康

　

7
月
に
実
施
し
た
特
定
健
康
診

査
の
結
果
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
皆
さ
ん
の
健
診
結
果
か

ら
、
血
糖
が
高
い
方
が
多
い
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c(

エ
ー
ワ
ン

シ
ー)

と
い
う
値
が
基
準
値
を
超

え
て
い
る
方
が
目
立
ち
ま
す
。
こ

れ
は
、
採
血
し
た
日
か
ら
過
去
約

１
〜
３
か
月
間
、
平
均
的
に
血
糖

が
高
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

身
体
に
は
血
糖
値
を
下
げ
る
働

き
の
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
が
あ
り
ま
す
が
、
食
べ
過
ぎ
や

間
食
の
摂
り
過
ぎ
な
ど
乱
れ
た
食

生
活
を
続
け
て
い
る
と
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
が
弱
く
な
っ
た
り
分

泌
が
減
少
し
た
り
し
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
血
糖
が
高
い
状
態
が
続
く

よ
う
に
な
り
、
糖
尿
病
発
症
の
可

能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

血
糖
が
高
い
と
動
脈
硬
化
を
促

進
さ
せ
、
様
々
な
生
活
習
慣
病
と

影
響
し
あ
っ
て
心
筋
梗
塞
や
脳
梗

塞
の
危
険
を
高
め
ま
す
。
ま
た
高

血
圧
や
高
脂
血
症
な
ど
、
他
の
危

険
因
子
を
併
発
す
る
可
能
性
も
数

倍
高
く
な
り
ま
す
。

〜
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
〜

【
１
】
規
則
正
し
い
食
生
活
を
！

①
1
日
3
食
、
腹
7
〜
8
分
目
に

す
る
。

②
甘
味
飲
料
を
控
え
る
。(

飲
料
の

糖
は
吸
収
さ
れ
や
す
い
で
す)

③
食
物
繊
維
を
た
く
さ
ん
摂
る
。

(

糖
の
吸
収
を
緩
や
か
に
し
ま
す)

④
お
菓
子
や
果
物
の
過
食
を
し
な

い
。(

果
物
は
果
糖
を
多
く
含
み
ま

す)⑤
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
を
。(

ア
ル

コ
ー
ル
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
を

低
下
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す)

【
２
】
食
後
20
〜
30
分
歩
こ
う
！

運
動
開
始
20
分
は
主
に
糖
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
る
の
で
、
食
後
の

血
糖
上
昇
を
防
ぐ
の
に
効
果
的
で

す
。

【
３
】
休
養
を
し
っ
か
り
と
ろ
う
！

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
血
糖
値
が

高
く
な
り
ま
す
。

【
４
】
禁
煙
し
よ
う
！

喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
ま

す
。

（
保
健
師　

西
舘　

茉
奈
）

《
か
や
ぶ
き
小
屋
》
の
名
称
を
大
募
集
！

　

地
元
３
地
区
の
自
治
会
の
有
志

が
集
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
瀬
月
内
イ
ベ
ン
ト
広
場
が
完
成

し
ま
し
た
。
広
場
の
中
央
に
は
住

民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
産

直
機
能
を
備
え
た
「
か
や
ぶ
き
小

屋
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
体
験
活
動
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
も

予
定
し
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の

源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
か
や
ぶ
き
小
屋
」
の
名

称
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

瀬月内
イベント
広場

【
応
募
資
格
】
ど
な
た
で
も

【
募
集
締
切
】
平
成
22
年
１
月
31
日

（
日
）
当
日
必
着

【
応
募
方
法
】
所
定
の
応
募
用
紙
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
次
の
事
項
を
明
記

し
、
瀬
月
内
自
治
会
代
表
夏
井
謙

一
さ
ん
宅
（
〒
０
２
８-
６
６
１
２

　

九
戸
村
大
字
戸
田
４-
１
６
３-

１
）
へ
直
接
お
届
け
い
た
だ
く
か

郵
送
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

１　

施
設
の
名
称
（
ふ 

り
が
な
）

　

２　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　

３　

住
所

　

４　

電
話
番
号

※
応
募
用
紙
は
、
夏
井
さ
ん
宅
ま

た
は
役
場
農
林
建
設
課
に
あ
り
ま

す
。

【
応
募
規
定
】
①
名
称
は
、
１
人
何

点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
②
名
称

は
、
漢
字
・
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
記
さ
れ
た

も
の
を
基
本
と
し
ま
す
。
③
名
称

は
、
未
使
用
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

【
選
考
】
地
元
３
地
区
の
自
治
会
代

表
、
中
山
間
・
瀬
月
内
集
落
選
考

委
員
と
い
っ
ぽ
の
会
代
表
で
組
織

す
る
選
考
委
員
会
に
お
い
て
選
考

し
ま
す
。

【
発
表
】
採
用
者
に
直
接
通
知
し
ま

す
（
同
一
名
称
が
多
数
あ
る
場
合

は
、
抽
選
と
し
ま
す
）。

【
賞
】
入
選
１
点　

ふ
る
さ
と
の
館

入
浴
券
12
枚
つ
づ
り（
５
千
円
相
当
）

【
注
意
事
項
】
①
採
用
名
称
の
著
作

権
な
ど
一
切
の
権
利
は
、
瀬
月
内

自
治
会
に
属
し
ま
す
。
②
応
募
用

紙
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。
③
名
称

の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
若
干
の

修
正
を
加
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
名
称

の
審
査
お
よ
び
連
絡
対
応
以
外
に

使
用
し
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

瀬
月
内
自
治
会
代
表
夏
井
謙
一

九
戸
村
大
字
戸
田
４-

１
６
３-

１

☎
０
１
９
５-

４
３-

２
３
１
１

ま
た
は
☎
０
９
０-

４
８
８
０-

５
１
３
８
（
携
帯
）

瀬
月
内
イ
ベ
ン
ト
広
場
「
か
や
ぶ
き
小
屋
」
の
名
付
け
親
に

な
っ
ち
ゃ
お
う
。
た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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国保

だより

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
年
金
生
活
に
入
ら
れ
た
方
は

退
職
者
医
療
制
度

▼
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を

納
付
す
る
人
に
は
、
翌
年
２
月
上
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯
で

　

連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者

本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世
帯
の

世
帯
主
と
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
家
族
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
人

の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
等
の
手
続
き
の

際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と

合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
、家
族
分
の「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
も
、

申
告
す
る
人
の
申
告
書
に
添
付
等
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
岩
手
社
会
保
険
事
務
局
二
戸
事
務

所
（
☎
23-

４
１
１
１
）

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険 

　

料
控
除
の
対
象　

　　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
毎

年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

▼
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
が

発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）
が
社
会
保
険
庁
か
ら
毎

年
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付

が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
み

額
で
す
。

国民年金

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
！

　

会
社
や
役
所
を
退
職
し
て
、

年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受

け
ら
れ
る
65
歳
未
満
の
方
と
そ

の
被
扶
養
者
は
、「
退
職
者
医
療

制
度
」
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
あ
て

は
ま
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
、
そ
の
被
扶
養
者
（
※
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

❶
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

❷
65
歳
未
満
の
方

❸
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合

な
ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方

で
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年
以

上
、
も
し
く
は
40
歳
以
降
10
年

以
上
で
あ
る
方

※
被
扶
養
者
…
退
職
被
保
険
者
と
生
活

を
共
に
し
、
主
に
退
職
被
保
険
者
の
収

入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
次

の
方
で
す
。

★
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、

配
偶
者
（
内
縁
で
も
よ
い
）
と

３
親
等
以
内
の
親
族
、
ま
た
は

配
偶
者
の
父
母
と
子

★
国
保
の
加
入
者
で
65
歳
未
満

の
方

★
年
間
の
収
入
が
一
定
額
未
満

の
方

●
対
象
と
な
る
日

　

年
金
の
受
給
権
の
発
生
し
た

日
が
、
退
職
被
保
険
者
と
な
る

日
で
す
。年
金
証
書
を
受
け
取
っ

た
ら
14
日
以
内
に
、
保
険
証
と

年
金
証
書
、
印
鑑
を
持
っ
て
担

当
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　

病
院
な
ど
の
窓
口
で
「
国
民

健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
」

を
提
示
し
て
受
診
し
ま
す
。
自

己
負
担
割
合
は
一
般
の
国
保
と

同
様
で
す
。

●
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人

の
自
己
負
担
と
保
険
税
の
ほ
か
、

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら
の

拠
出
金
が
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
届
け
出
が
な
い
と
健
康
保
険

な
ど
か
ら
の
拠
出
金
で
負
担
す

る
医
療
費
分
ま
で
国
保
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
負
担
軽
減
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
っ
た
ら
必
ず

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
役
場
住
民
生
活
課
国
保
住

民
班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

２
１
２
）
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高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
！

　

９
月
29
日
と
10
月
１
日
の
両
日
夕

暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、
軽
米

町
と
九
戸
村
の
国
道
で
高
齢
者
の
死

亡
事
故
が
２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
、
自
宅
の
近
く
や
通

り
慣
れ
た
道
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
慣
れ
た
道
路
で
も
、
油
断
は
禁
物

　

で
す
！

●
ラ
イ
ト
の
こ
ま
め
な
切
り
替
え
で

　

歩
行
者
な
ど
を
早
期
に
発
見
で
き

　

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

●
歩
行
者
は
夜
光
反
射
材
を
身
に
つ

　

け
ま
し
ょ
う
！

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺
▼
子
ど
も
や
親
戚
、

弁
護
士
な
ど
様
々
な
名
前
を
か

た
っ
て
は
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
。

架
空
請
求
詐
欺
▼
あ
り
も
し
な
い

請
求
を
で
っ
ち
上
げ
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
。

融
資
保
証
詐
欺
▼
低
金
利
な
ど
を
う

た
い
文
句
に
申
し
込
み
を
募
り
「
保

証
金
が
必
要
」
な
ど
と
い
っ
て
は
、

逆
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

〜
一
人
で
振
り
込
ま
な
い
で
相
談
を
〜

狩
猟
事
故
に
気
を
つ
け
て
！

　　

岩
手
県
で
は
、
11
月
15
日
か
ら
来

年
の
２
月
15
日
ま
で
（
シ
カ
猟
は
２

月
28
日
ま
で
）
の
間
、
狩
猟
が
解
禁

に
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
狩
猟

に
よ
る
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

●
危
険
な
狩
猟
や
違
法
行
為
を
行
っ

　

て
い
る
ハ
ン
タ
ー
を
見
か
け
た
時

　

は
す
ぐ
駐
在
所
等
に
お
知
ら
せ
く

　

だ
さ
い
。

●
狩
猟
が
行
わ
れ
る
場
所
付
近
で
作

　

業
す
る
場
合
は
、
目
立
つ
服
装
を

　

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

村の交通死亡事故
ゼロ日数（９月末） 105日

村内の交通事故（９月末）
（　）内は１月からの累計

●人身事故　…　0件（　6件）
●物損事故　…　4件（  48件）
●死亡者　　…　0人（　1人）
●負傷者　　…　0人（　6人）
●飲酒運転検挙者…　1人（　5人）

昨年比
火　災　　  ０件（　７件） ＋４件
救　急 　　16件    （ 175件） 　－24件

（　）内は、1月からの累計

村内の火災・救急件数　９月分

火事と救急・
救助は119
問い合わせ先
二戸消防署九戸分署
☎ 42-3119

　期間中は独居老人家庭および一般
家庭（細屋地区）の防火指導を行い
ますのでご協力をお願いします。
　ストーブなど暖房器具を使う季節
になりました。一人ひとりが火の取
り扱いに注意し、火災のない安全・
安心なまちをつくりましょう。

★住宅用火災警報器の全戸設置が義
務化されています

「日本年金機構」１月１日からスタート！

　皆さんの信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、

社会保険庁は組織・人員を一新し、「日本年金機構」として生

まれ変わります。

●　現在ある社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称
が変わりますが、年金相談などの窓口として引き続きご利用い
ただけます。
●　日本年金機構の設立に伴い、皆さんに何らかの手続きを
していただくことは一切ないので、ご安心ください。

秋の全国火災予防運動
（11 月９日～ 11 月 15 日）

全国統一防火標語
　『消えるまで

ゆっくり火の元
にらっめ子』　

新築住宅　H18 年６月１日から
既存住宅　H23 年６月１日までに〔

～社会保険庁が廃止され、来年１月１日から
新たに「日本年金機構」がスタートします～

社会保険庁

⬇
廃　止

⬇ ⬇

日本年金機構 厚生労働省

公的年金の運営業務
公的年金の

財政責任・運営責任

平成 22 年１月１日～

地域安全・情報の窓

駐在所
ホット
ライン

○ 県警察ホームページ　
http://www.pref.iwate.jp/~hp0802/ 
○ 携帯サイト
http://www.pref.iwate.jp/~hp0802/mobile.html 
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生 学 習 だ よ り涯
いつでも・どこでも・どなたでも

第
54
回
村
駅
伝
大
会　

第
44
回
村
民
体
育
大
会

　

第
54
回
九
戸
村
駅
伝
大
会
お
よ

び
第
44
回
村
民
体
育
大
会
駅
伝
競

技
は
９
月
27
日
、
好
天
の
秋
空
の

下
、
国
道
３
４
０
号
上
の
全
６
区

間
（
中
学
・
高
校
女
子
の
部
は
７

区
間
）
を
各
部
門
合
わ
せ
て
12
チ

ー
ム
が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

集
計
の
結
果
、
九
戸
中
男
子
バ

ス
ケ
部
チ
ー
ム
が
全
て
の
部
門
を

通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
記
録

を
１
分
31
秒
上
回
る
１
時
間
12
分

46
秒
の
新
記
録
で
総
合
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。　

政實杯グラウンド・ゴルフ交流大会

地元プレイヤーが上位を独占
　

第
６
回
九
戸
政
實

杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
交
流
大
会
は
10

月
４
日
、
村
陸
上
競

技
場
で
、
八
戸
市
、

盛
岡
市
を
は
じ
め
９

の
市
町
村
か
ら
過
去

最
多
の
１
７
１
名
の

選
手
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
別
れ
そ
れ
ぞ
れ
16
ホ
ー
ル
を
２

回
ま
わ
っ
て
打
数
を
競
い
、
い
ず

れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
、
１
位
、
２

位
ま
で
を
九
戸
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　

ま
た
、
中
学
・
高
校
女
子
の
部

で
は
九
戸
中
学
校
チ
ー
ム
が
昨
年

の
同
チ
ー
ム
の
記
録
を
１
分
41
秒

縮
め
る
新
記
録
で
ゴ
ー
ル
。
各
区

間
に
お
い
て
も
新
記
録
が
続
出
し
、

な
か
で
も
円
舘
和
馬
さ
ん
が
第
１

区
、
小
田
沢
愛
明
さ
ん
が
第
５
区

で
全
て
の
部
門
を
通
し
て
の
区
間

記
録
を
残
し
、
好
記
録
に
沸
い
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
ご
と
の
上
位
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
村
民
体
育
大
会
の
部

①
江
刺
家
（
１
時
間
17
分
23
秒
）

②
戸
田
２
区
③
伊
保
内
１
区

■
一
般
の
部

①
あ
ー
走
会
（
１
時
間
38
分
32
秒
）

■
オ
ー
プ
ン
の
部

①
山
戸
ア
ラ
30
（
１
時
間
26
分
17

秒=

参
考
記
録
）
②
戸
田
走
遊
会

■
中
学
校
・
高
校
男
子
の
部

①
九
戸
中
男
子
バ
ス
ケ
部
（
１
時

間
12
分
46
秒=

大
会
新
）
②
九
戸

中
学
校

■
中
学
校
・
高
校
女
子
の
部

①
九
戸
中
学
校
（
１
時
間
22
分
４

秒=

大
会
新
）

丸木橋をスタートする第１走者

総合
「
九
戸
中
男
子
バ
ス
ケ
部
」
６ブロック
「
江
刺
家
」
が
制
す

ゴ
ル
フ
協
会
所
属
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
独
占
す
る
と
い
う
輝
か
し
い
結

果
を
残
し
ま
し
た
。

　

上
位
４
名
に
よ
る
プ
レ
イ
オ
フ

の
競
技
を
行
っ
た
結
果
、
皆
川

八
五
郎
さ
ん
（
二
ツ
家
）
が
優
勝

カ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

優勝した皆川八五郎さん

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

戸
田
・
江
刺
家
が
優
勝
果
た
す

　

第
39
回
九
戸
村
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
は
10
月
11
日
、
村

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
結
果
、
33

歳
未
満
の
部
は
戸
田
レ
モ
ン
ズ
が

昨
年
に
引
き
続
い
て
２
年
連
続
の

優
勝
を
果
た
し
、
33
歳
以
上
の
部

で
は
江
刺
家
ト
マ
ト
ク
ラ
ブ
が
３

年
ぶ
り
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

各
部
門
ご
と
の
上
位
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
33
歳
未
満
の
部
（
７
チ
ー
ム
出

場
）
①
戸
田
レ
モ
ン
ズ
②
江
刺
家

ト
マ
ト
ク
ラ
ブ
③
伊
保
内
１
区

■
33
歳
以
上
の
部
（
５
チ
ー
ム
出

場
）
①
江
刺
家
ト
マ
ト
ク
ラ
ブ
②

伊
保
内
２
区
③
伊
保
内
１
区

■
区
間
最
高
記
録　
　
　
　
　
　

▽
１
区　

円
舘
和
馬
（
江
刺
家
）

16
分
22
秒
▽
２
区　

岩
澤
樹
（
九

戸
中
男
子
バ
ス
ケ
部
）
11
分
53
秒

▽
３
区　

佐
藤
教
嗣
（
九
戸
中
男

子
バ
ス
ケ
部
）
11
分
37
秒
▽
４
区

　

田
澤
太
朋
（
九
戸
中
男
子
バ
ス

ケ
部
）
９
分
41
秒
▽
５
区　

小
田

沢
愛
明
（
江
刺
家
）
９
分
２
秒
▽

６
区　

古
舘
駿
（
九
戸
中
男
子
バ

ス
ケ
部
）
11
分
35
秒

■
各
部
門
ご
と
の
区
間
新
記
録　

▽
１
区　

円
舘
和
馬
（
江
刺
家
）

16
分
22
秒
▽
１
区
Ｂ　

小
井
田
珠

実
（
九
戸
中
学
校
）
10
分
16
秒
▽

２
区　

上
山
莉
奈
（
九
戸
中
学
校
）

13
分
11
秒
▽
３
区　

小
川
幸
恵（
九

戸
中
学
校
）
13
分
24
秒
▽
４
区　

山
本
麻
希
（
九
戸
中
学
校
）
10
分

55
秒
▽
５
区　

小
田
沢
愛
明
（
江

刺
家
）
９
分
２
秒　

山
本
真
喜
子

（
戸
田
走
遊
会
）
12
分
57
秒
▽
６
区

　

柳
下
初
美
（
九
戸
中
学
校
）
12

分
54
秒
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図書室のオススメ新刊

（毎日新聞社）

　20世紀初頭の激動の日
本を背景に、大逆事件で
処刑された大石誠之助を
モデルとする人物の恋愛
と戦争、時代の波に洗わ
れる自身の故郷・紀州を
描いた一大ロマン。史実
を踏まえつつ、小説なら
ではの別世界を書いた本
です。(上 )( 下 )ともそろ
っています！

（毎日新聞社）

許されざる者
辻原　登　著

（気楽舎）

　ワトソンが過ごした南
アフリカの森で、大母 (メ
イトアーク )と名づけら
れた一頭の象が姿を消す。
最後に残された象を探し
彼が向かった先は…。幼
少期の不思議な体験とア
フリカに込めた思いがこ
こに結晶する。象の魂が
漂う大地を舞台にした作
品。　　

（気楽舎）

エレファントム
ライアル・ワトソン　著
福岡伸一／高橋紀子　訳

（金の星社）

　くんちゃんは、パパの
まねをして新聞記者ごっ
こをするのが大好き。で
も、つい自分が話すのに
夢中になってしまいます。
パパはこう言いました。｢
取材って言うのはね、相
手のお話を聞く事なんだ
よ｣さあ、くんちゃんは
うまく取材できるかな？

（金の星社）

くまのしんぶんきしゃ
こんのひとみ　作
いもとようこ　絵

（PHP研究所）（PHP 研究所）

家族っていいね
江口　克彦　発行
鈴木　びんこ　絵

　親と子、兄弟姉妹、祖
父母と孫。近すぎてふだ
んは感じないけど家族っ
てやっぱりいい！！
いっしょに泣いたり笑っ
たり、悲喜こもごもある
けど、かけがえのない家
族。あたたかさ、やさし
さを、たくさん感じるお
話です♪

【場　所】　村内各小中学校
【内　容】　各小中学校で日ごろ行われている授業をはじめ、学級の
　　　　　時間や清掃の時間などを参観することができます。各校
　　　　　の公開日には、公開時間内であればどこの学校でも、都
　　　　　合のよい時間に訪れ、児童生徒が活動している様子を随
　　　　　時参観することができます。
【お願い】　①教室内での私語はお控えください。②携帯電話はマ　
　　　　　ナーモード等に設定してください。（または、電源をお
　　　　　切りください。）③ 校舎内での飲食はお控えください。

　平成21年度「村民に学校を公開する週間」を次の日程で開催し
ます。子どもたちの学校での様子や学校を知る良い機会です。皆さ
んの来校をお待ちしています。

村民に学校を公開する週間

学校名 日時 主な内容

戸田小学校
11 月６日（金）
８時15分～15時00分

・教科の授業、清掃活動
・１～４年生「英語でなかよし」

伊 保 内

小 学 校
11月14日（土 )
８時15分～12時40分

・教科の授業、調べ学習発表会
（午後　ＰＴＡバザー）　

山根小学校
11月16日（月 )
８時15分～15時00分

・図書祭り　
・講演会「心とこころをつなぐ読
み聞かせ」講師　丸山ちはや氏

九戸中学校
11月16日（月）
14時30分～16時20分

・１、２年生は教科の授業
・３年生は高校入試説明会（親
子で参加）

江 刺 家

小 学 校
11月20日（金）
８時15分～15時50分

・教科の授業（書写など）
・給食、清掃

長 興 寺

小 学 校
11月20日（金）
８時15分～15時50分

・デュナン集会　
・総合的な学習の時間の発表

【公開日程】

【問合せ】活動内容など詳細については、村教育委員会事務局教育
総務班（☎42-2111内線302）へ。

平成20年度の学校公開の様子（長興寺小学校デュナン集会）
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11 月のごみ収集日　●問い合わせ：役場住民生活課（内線 123） リサイクル用ごみの分け方

収 集 区 域 燃えるごみ
ビン・金物

（リサイクル用を分別）
空　き　缶

（リサイクル用を分別）
粗大ごみ

紙・プラスチック類
（リサイクル品のみ）

●ビ　ン…透明、茶色、その他、リサ
イクルしないビンの４種類に分ける
●空き缶…飲料用の空き缶、スプレー
缶、カセット式ボンベをひとつにする
●紙・プラスチック類…新聞紙、雑
誌、ダンボール、飲料用紙パック、ペッ
トボトル（ と表示）発泡スチロー
ル（食品トレーなど）の6種類に分ける

瀬月内～山根～
荒谷・二ツ家

（毎週水曜日）
４・11・18・25 ２ 17 12

鹿島～伊保内上・下
～川向・南田

（毎週木曜日）
５・12・19・26 ９ 24 10 18

小倉～長興寺・雪屋
～江刺家・細屋

（毎週金曜日）
６・13・20・27 16 30 26

　　※必ず指定日に、指定の袋で出しましょう。（朝８時 30 分まで）　　

表
紙
で
紹
介
し
た
荒

谷
子
供
会
の
稲
刈
り
。

あ
っ
と
い
う
間
に
稲
を

刈
り
取
っ
て
い
く
子
ど

も
達
の
稼
ぎ
っ
ぷ
り
に

感
心
し
ま
し
た
。（
10

月
17
日
）

　◎くらしとお金の安心相談会◎
■日時　11月６日（金）、20日（金）

　 　 　 　午前 10時～午後４時
■場所　久慈市役所２階
■申込み　久慈市生活環境課生活安全
グループ（☎0194-54-8003内線266）

◎産業保健センター健康相談◎
■日時　11月12日（木）
　　　　午後1時～午後3時
                     ※予約不要
■場所　二戸市総合福祉センター
■問い合わせ　二戸・久慈地域産業保
健センター（☎23-4466・二戸医師会内）
※電話相談は随時受け付けています。

なチューナーは、基本的にお住まい
まで訪問して設置し、操作説明を行
います。※支援は現物給付です。自
身で購入したチューナー・アンテナ
などの費用の清算はできません。
■申し込み手続きについて
　すでに放送受信料が免除されてい
る世帯には、NHKから受信料全額免
除証明書とともに申込書が送付され
ていますので、申込書を作成し、同
封の封筒（総務省　地デジチューナー
支援実施センターあて）に全額免除
証明書と申込書を入れて送付します。
　申込書到着後、支援実施センター
から電話などでテレビの視聴環境を
確認させていただきます。その後工
事日程などの相談をさせていただき
ます。
　なお、支援の申込みには、NHKと
受信契約を結び、全額免除の適用を
受けることが必要です。まだの方は、
なるべく早めに契約手続きなどをお
願いします。全額免除の手続きは役
場住民生活課（☎42-2111内線202）
でできます。

問 合 せ　 総務省地デジチュー
ナー支援実施センターナビダイヤ

ル（☎ 0570-033840）または（☎

044-969-5425）FAX  044-966-8719

◎ 11月の法律相談日◎
■日時　11月10日（火）、24日 (火 )
　　　　午前10時～午後3時
■場所　二戸市役所市民協働部生活環
　　　　境課（☎23-3111）
■問い合わせ　岩手弁護士会
(☎019-623-5005）

軽米町内三小学校閉校行事
◎　山内小学校（☎47-2314）
　　　　３月20日（土）10:00～
◎　晴高小学校（☎46-2186）
　　　　３月21日（日）10:00～
◎　観音林小学校（☎47-2214）
　　　　３月22日（月）11:00～
詳細は各学校にお問い合わせください。

【問い合わせ先】
九戸村選挙管理委員会（☎
42-2111内線166）・九戸村土地改
良区（☎42-2111内線262）

11月22日日
午前７時～午後7時

　任期満了による九戸村土地改良
区の総代総選挙を行いますのでお
知らせします。この選挙で投票で
きるのは、土地改良
区の組合員で、選挙
人名簿に登録されて
いる人です。

投
票
日

= 立候補届出の受付 =

▽日時　
　11月15日（日）・16日（月）
　午前８時30分～午後５時

▽場所　
　九戸村役場3階第２会議室

▽選挙区と定数（選挙区域）
・第１区　10人（戸田・山根）
・第２区　15人（荒谷・伊保内・
　　　　　小倉・長興寺・雪屋）
・第３区　５人（江刺家・山屋）

九戸村土地改良区
総 代 総 選 挙
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１人で悩まないで
心の悩みごと相談

　物忘れ、不眠、不登校、死にたい、

酒飲みで困るなど心の悩みで困って

いる方、相談してください。相談には、

精神科医師があたります。本人だけ

でなく、家族のことでも気軽に相談

してください。

開催日　11月12日（木）
受　付　午後１時30分～午後２時
申込み　役場住民生活課保健衛生班
保健師（☎42-2111）

身体障がい者の
巡回相談を開催

日　時　12月４日（金）午前10時
30分～午後12時（受付は11時まで）

会　場　二戸市総合福祉センター
内　容　義肢・装具等補装具　　
※専門の医師が相談に応じます。希

望する人は11月25日（水）までに予

約してください。

申込み　役場住民生活課地域福祉班
（☎42-2111内線202）

高齢者・障がい者
なんでも１１０番

　高齢者・障がい者が日ごろ抱える

問題の解決をお手伝いするため、精

神科医・社会福祉士・弁護士などに

よる合同相談会が開催されます。

日　時　11月24日（火）
　　　　午後１時～午後５時

会　場　岩手県福祉総合相談セン　

ター（盛岡市本町通三丁目19-1）

内　容　高齢者・障がい者やその家
族、関係者からの医療・福祉・介護・

成年後見・高齢者虐待の問題など幅

広い分野の相談に、電話および面接

にて応じます。秘密は厳守します。

電　話　019-625-0110
相談料　無料
問合せ　岩手県高齢者総合支援セン
ター（☎019-625-7490）

自死遺族交流会・
ひきこもり相談会

【こころサロン二戸】
　二戸保健所では、大切な人を自殺

で亡くした経験を持つ方々が語り合

い、気持ちを分かちあうための会を

開催します。

日　時　11月27日（金）午前10時
～午前11時30分

会　場　二戸地区合同庁舎１階「地
域交流ルーム」

【ひきこもり相談】
　ひきこもりでお悩みの家族の方を

対象に、相談会を開催します。

日　時　11月 27日（金）午後１時
30分～午後３時

会　場　二戸地区合同庁舎１階「地
域交流ルーム」

対　象　ひきこもりでお悩みの家族
など（ひきこもりの原因が、明らか

に精神疾患によるものと判断されて

いる方は除く）　　

内　容　岩手県精神保健福祉セン
ター職員等による個別相談

※事前に予約が必要です

申込み・問合せ　二戸保健所保健課
（☎23-9206）

全血献血に協力を
おねがいします！

　村献血推進協議会では、全血献血

を次のとおり実施します。病気やけ

がで多くの方が血液を必要としてい

ます。皆さんのご協力をお願いしま

す。

実施日　11月19日（木）
日　程　
10:00 ～ 11:00　 村 保 健センター

12:00～13:00　いわて県北クリーン（株）

15:00～16:30　県立伊保内高校
問合せ　役場住民生活課保健衛生班
（☎42-2111内線122）

地デジ簡易チューナー
無償給付について

　今までのテレビ放送（地上アナロ

グ放送）は平成23年７月24日で終

了します。総務省では、経済的な理

由などで地上デジタル放送が見られ

ない世帯に対して、簡易なチューナー

を無償給付するなどの支援をします。

■給付対象となるのは、以下のいず
れかに該当し、NHK放送受信料が全
額免除となっている世帯です。
①生活保護などの公的扶助を受けて

いる世帯

②障がい者がいる世帯で、かつ世帯

全員が市町村民税非課税の世帯

③社会福祉事業施設に入所し、自ら

テレビを持ち込んでいる世帯

■支援の内容
　簡易なチューナーを無償で給付し
ます（テレビは給付しません）。簡易

お知らせ
information

九戸村役場（☎0195-42-2111）
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

相　談 お知らせ
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広報くのへ　平成 21 年（2009 年）11 月号　No.620

人の動き
 （平成21年９月末現在）

●人　口　　６，７５７　人（－　７）
　　男　　　３，２８５　人（－　２）
　　女　　　３，４７２　人（－　５）
●世帯数　　２，１８４世帯（＋　７）

　　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　１１　人　（１１１人）
　転　出　　　１０　人　（１１６人）
　出　生　　　　５　人　（　２７人）
　死　亡　　　１３　人　（　８３人）

　（カッコ内は１月からの累計）

編集室から
◆30年の伝統を持つ伊高の子ども読
書会。式典で講演と紙芝居の発表を聴
き、先輩の意思がしっかりと受け継が
れてきた素晴らしい行事だと感じまし
た◆地域の話題、頑張っている人など、
明るいニュースお待ちしています！
（尾友）

　

10
月
17
日
、
第
４
回
九
戸
村

長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
村

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
村
内
外

か
ら
多
く
の
愛
好
者
が
集
ま
り
、

男
子
の
部
に
60
人
、
女
子
の
部

に
36
人
が
参
加
。
選
手
は
４
つ

の
コ
ー
ス
を
ま
わ
り
、
ス
コ
ア

を
競
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
男
子
の
部
で

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
の
大

川
多
喜
男
さ
ん
（
荒
谷
）
が
優

勝
。
準
優
勝
は
村
上
俊
彦
さ
ん

（
南
田
）
と
、
九
戸
勢
が
健
闘
し

ま
し
た
。

写
真
㊤
１
打
目
の
行
方
は
…
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㊦

大
川
多
喜
男
さ
ん
（
右
）
と
村
上

俊
彦
さ
ん

見事なスイングを披露
第４回村長杯パークゴルフ大会

259

７ 土 親子ふれあい広場（8:30 ～○公）

８ 日

チビッコ綱引き大会（9:00 ～伊保
内小）
第４回パークゴルフ陣羽織杯（8:30
～パークゴルフ場）

９ 月 ぽっかぽか教室（9:30 ～○保）

10 火 胃がん検診（6:00 ～○保）

12 木 心の悩み事相談（13:30 ～○保）

17 火
乳児健診（13:30～○保）
高校生ふれあい体験（13:30～○保）

20 金 デイケア（9:30 ～○保）

22 日
村民体育大会「綱引き競技」（8:30
～九戸中）

29 日 歳末チャリティー演芸会（11:00～○公）

30 月 ぽっかぽか教室（9:30 ～○保）

【11月（霜月）】

○保は保健センター                  ○総は総合福祉センター
○老は老人福祉センター           ○開は山村開発センター
○公はＨＯＺホール（村公民館）○体は体育センター

村のこよみ

村税の納期

休日当番医

8 日 小野寺クリニック ☎ 46-2822

15 日 おりそ内科循環器クリニック ☎ 22-2251

22 日 浄法寺診療所 ☎ 38-2021

23 月 松井内科医院 ☎ 33-2201

29 日 菅整形外科皮膚科クリニック ☎ 23-7311

8 日 阿部歯科クリニック ☎ 25-4182

15 日 三澤歯科医院 ☎ 23-2445

22 日 ますだ歯科クリニック ☎ 26-8282

23 月 菅原歯科医院 ☎ 27-3301

29 日 国香歯科医院（裏小路） ☎ 23-2223

《当番歯科医》　診療時間：午前９時～正午

《当番医》　診療時間：午前９時～午後５時

12 月１日までに

国民健康保険税　　第５期
　　　　　　を納めましょう。

村税や年金保険料などの納付は口座振替が便利です。
お問い合わせは、役場内の各担当課や預金口座のある
金融機関へどうぞ。

Cert no. CU-COC-808041

広報くのへは環境に配慮して、大豆油インキと
FSC認証紙を使用しています。
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